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決算の概況

対計画⽐較
(%表⽰は対計画増減率)

対前期⽐較
(%表⽰は対前期増減率)

２０２６／３期２０２５／３期

実績計画実績
森本組⼤豊建設連結森本組⼤豊建設連結森本組⼤豊建設連結森本組⼤豊建設連結森本組⼤豊建設連結

+1,849△919+1,360△3,412△12,564△16,41239,84993,470134,56038,00094,390133,20043,261106,034150,973受注⾼
+887+7,852+8,739+3,105+8,629+11,73519,88751,85271,73919,00044,00063,00016,78143,22260,004⼟⽊
+962△8,771△7,720△6,517△21,193△28,40119,96241,61861,77919,00050,39069,50026,47962,81190,181建築

−−+341−−+254−−1,041−−700−−787その他
△3,309+2,938△181△7,237+3,908△3,57631,740102,938139,81835,050100,000140,00038,97899,030143,394完成⼯事⾼
△1,808+3,077+1,314△1,461+981△47917,23753,07770,31419,04650,00069,00018,69852,09570,794⼟⽊
△1,500△139△2,199△5,776+2,926△3,10014,50349,86064,80016,00450,00067,00020,28046,93467,900建築

−−+704−−+4−−4,704−−4,000−−4,699その他

+23+1,755+1,937△197+2,324+2,0243,50310,32015,1603,4808,56513,2233,7017,99513,136完成⼯事総利益
(+0.7%)(+20.5%)(+14.6%)(△5.3%)(+29.1%)(+15.4%)(11.0%)(10.0%)(10.8%)(9.9%)(8.6%)(9.4%)(9.5%)(8.1%)(9.2%)（％）

△88+678+596△115△72△1892,1815,0097,1972,2704,3306,6002,2965,0817,386⼟⽊
(△3.9%)(+15.7%)(+9.0%)(△5.0%)(△1.4%)(△2.6%)(12.7%)(9.4%)(10.2%)(11.9%)(8.7%)(9.6%)(12.3%)(9.8%)(10.4%)（％）

+112+1,076+1,098△82+2,397+2,1971,3225,3116,6191,2104,2345,5211,4042,9144,421建築
(+9.3%)(+25.4%)(+19.9%)(△5.8%)(+82.3%)(+49.7%)(9.1%)(10.7%)(10.2%)(7.6%)(8.5%)(8.2%)(6.9%)(6.2%)(6.5%)（％）

−−+242−−+16−−1,343−−1,101−−1,327その他
−−(+22.0%)−−(+1.2%)−−(28.6%)−−(27.5%)−−(28.3%)（％）

+38+1,360+1,695△251+1,765+1,3611,6884,6606,8951,6503,3005,2001,9402,8955,533営業利益
(+2.3%)(+41.2%)(+32.6%)(△12.9%)(+61.0%)(+24.6%)(5.3%)(4.5%)(4.9%)(4.7%)(3.3%)(3.7%)(5.0%)(2.9%)(3.9%)（％）

+60+419+932△233+2,531+2,1281,7105,8197,3321,6505,4006,4001,9443,2875,204経常利益
(+3.6%)(+7.8%)(+14.6%)(△12.0%)(+77.0%)(+40.9%)(5.4%)(5.7%)(5.2%)(4.7%)(5.4%)(4.6%)(5.0%)(3.3%)(3.6%)（％）

+115+210+557△73+1,070+8651,1654,0104,5571,0503,8004,0001,2392,9403,691当期利益
(+11.0%)(+5.5%)(+13.9%)(△5.9%)(+36.4%)(+23.5%)(3.7%)(3.9%)(3.3%)(3.0%)(3.8%)(2.9%)(3.2%)(3.0%)(2.6%)（％）

1

（単位：百万円）

連結の営業利益は前期⽐24.6%増、経常利益は前期⽐40.9%増、親会社株主に帰属する当期純利益は前期⽐23.5%増



決算の概況（財務状況）

２

対前期⽐当期末前期末単 体対前期⽐当期末前期末連 結
2026/32025/3（単位：百万円）2026/32025/3（単位：百万円）

+1,82515,77913,953現⾦預⾦+3,14124,81021,669現⾦預⾦
△36946415受取⼿形・電⼦記録債権+1,80990,60088,791受取⼿形・完成⼯事未収⼊⾦・

電⼦記録債権 +5,19770,38865,190完成⼯事未収⼊⾦
△2,5226,8319,353etc.△1,2988,3069,605etc.
+4,13193,04588,913流動資産+3,652123,718120,066流動資産
+2,19431,00128,806固定資産+2,40832,18429,776固定資産
+6,326124,046117,719資産の部+6,060155,902149,842資産の部

△2954,2484,543⽀払⼿形・電⼦記録債務+4030,93330,893⽀払⼿形・⼯事未払⾦・電⼦記
録債務 +6117,01216,951⼯事未払⾦

+1,5002,150650短期借⼊⾦+1,5002,350850短期借⼊⾦
△18−181年内償却予定の転換社債型新

株予約権付社債△18ー181年内償却予定の転換社債型新株
予約権付社債

+53926,81526,276etc.△83331,26532,099etc.
+1,78750,22748,439流動負債+68864,54963,861流動負債

−−−転換社債型新株予約権付社債ー−−転換社債型新株予約権付社債
−6,0006,000⻑期借⼊⾦−6,0006,000⻑期借⼊⾦

+1,0116,6055,594etc.+1,2128,1286,916etc.
+1,01112,60511,594固定負債+1,21214,12812,916固定負債
+2,79962,83360,033負債の部+1,90078,67776,777負債の部

−10,00010,000資本⾦−10,00010,000資本⾦
△4242,33442,377資本剰余⾦△4242,33442,377資本剰余⾦

+1,4016,4595,058利益剰余⾦+1,94719,85817,911利益剰余⾦
+115△1,834△1,950⾃⼰株式+115△1,834△1,950⾃⼰株式

+1,47456,95955,485株主資本+2,02070,35968,338株主資本
+2,0864,2212,135評価・換算差額等+1,9705,1043,133その他の包括利益累計額
△333165新株予約権△333165新株予約権

+2021,7291,527⾮⽀配株主持分
+3,52761,21357,686純資産の部+4,16077,22573,065純資産の部
+6,326124,046117,719負債純資産合計+6,060155,902149,842負債純資産合計

49.3%48.9%※⾃⼰資本⽐率48.4%47.7%※⾃⼰資本⽐率



⼟⽊事業における受注・完成⼯事⾼の状況【単体・国内】

（単位：百万円）

３

2025/3期 2026/3期

□受注⾼
2025/3期 2026/3期

□完成⼯事⾼

対前期⽐2026/3期2025/3期受注⾼
実績実績

+10,02642,14232,116国内⼟⽊⼯事

+3,1505,5722,422ケーソン⼯事
13.2%7.5%（％）

△9656,9517,917シールド⼯事

16.5%24.7%（％）

+1339,9799,846維持修繕⼯事

23.7%30.7%（％）

（単位：百万円）

対前期⽐2026/3期2025/3期完成⼯事⾼
実績実績

+1,03542,44841,413国内⼟⽊⼯事

+7206,1365,415ケーソン⼯事
14.5%13.1%（％）

+1,59114,15412,562シールド⼯事

33.3%30.3%（％）

+5098,8408,330維持修繕⼯事

20.8%20.1%（％）

ケーソン

工事

7.5%

シールド

工事

24.7%

維持修繕工事

30.7%

土木その他

37.1%

ケーソン

工事

13.2%

シールド

工事

16.5%

維持修繕工事

23.7%

土木その他

46.6%

ケーソン

工事

13.1%

シールド

工事

30.3%

維持修繕工事

20.1%

土木その他

36.5%

ケーソン

工事

14.5%

シールド

工事

33.3%
維持修繕工事

20.8%

土木その他

31.4%



建築事業における受注・完成⼯事⾼の状況【単体】

（単位：百万円）

４

2025/3期

□受注⾼
2025/3期

□完成⼯事⾼

対前期⽐2026/3期2025/3期受注⾼
実績実績

△26,34341,61867,961建築⼯事

△11,14828,73639,884⺠間・住宅

69.0%58.7%（％）

△15,18610,09125,277⺠間・⾮住宅

24.3%37.2%（％）

△82,790※2,799官公庁⼯事

6.7%4.1%（％）

（単位：百万円）

対前期⽐2026/3期2025/3期完成⼯事⾼
実績実績

+2,92649,86046,934建築⼯事

△58328,29928,882⺠間・住宅

56.8%61.5%（％）

+4,96217,75912,797⺠間・⾮住宅

35.6%27.3%（％）

△1,4523,8015,253官公庁⼯事

7.6%11.2%（％）

民間・住宅

61.5%

民間・非住宅

27.3%

官公庁工事

11.2%

※契約解除分 △5,150百万円は含まれていません。

民間・住宅

58.7%
民間・非住宅

37.2%

官公庁工事

4.1%

民間・住宅

69.0%

民間・非住宅

24.3%

官公庁工事

6.7%

民間・住宅

56.8%

民間・非住宅

35.6%

官公庁工事

7.6%

2026/3期

2026/3期



2026年度 計画数値

５

（単位：百万円）

対前期⽐較
(%表⽰は対前期増減率)

２０２７／３期２０２６／３期

計画実績

森本組⼤豊建設連結森本組⼤豊建設連結森本組⼤豊建設連結

△849+6,420+5,64039,00099,890140,20039,84993,470134,560受注⾼

△887△6,252△7,13919,00045,60064,60019,88751,85271,739⼟⽊

+38+12,672+12,55920,00054,29074,33819,96241,61861,779建築

−−+221−−1,262−−1,041その他

+10,320+7,062+17,18242,060110,000157,00031,740102,938139,818完成⼯事⾼

+1,819+3,123+4,68619,05656,20075,00017,23753,07770,314⼟⽊

+8,501+3,940+12,20023,00453,80077,00014,50349,86064,800建築

−−+296−−5,000−−4,704その他

+697△101+5294,20010,21915,6893,50310,32015,160完成⼯事総利益
(+19.9%)(△1.0%)(+3.5%)(10.0%)(9.3%)(10.0%)(11.0%)(10.0%)(10.8%)（％）

△31△18△562,1504,9917,1412,1815,0097,197⼟⽊
(△1.4%)(△0.4%)(△0.8%)(11.3%)(8.9%)(9.5%)(12.7%)(9.4%)(10.2%)（％）

+728△84+6922,0505,2277,3111,3225,3116,619建築
(+55.1%)(△1.6%)(+10.5%)(8.9%)(9.7%)(9.5%)(9.1%)(10.7%)(10.2%)（％）

−−△107−−1,236−−1,343その他

−−(△8.0%)−−(24.7%)−−(28.6%)（％）

+562△460△952,2504,2006,8001,6884,6606,895営業利益
(+33.3%)(△9.9%)(△1.4%)(5.3%)(3.8%)(4.3%)(5.3%)(4.5%)(4.9%)（％）

+562+381+6682,2506,2008,0001,7105,8197,332経常利益
(+32.9%)(+6.5%)(+9.1%)(5.3%)(5.6%)(5.1%)(5.4%)(5.7%)(5.2%)（％）

+285△110+1431,4503,9004,7001,1654,0104,557当期利益
(+24.5%)(△2.8%)(+3.1%)(3.4%)(3.5%)(3.0%)(3.7%)(3.9%)(3.3%)（％）

【受注⾼】
⼤豊建設建築は前期期ズレの影響を含み、連結
で1,402億円を計画。

【完成⼯事⾼】
森本組建築の前期期ズレ分が進捗することで、
連結では対前期⽐172億円増を計画。

【完成⼯事総利益】
森本組建築で前期⽐55.1%増を⾒込むが、連結
では前期と同等を計画。

【営業利益】
⼈件費ベースアップによる⼀般管理費等の増加
の影響を受けるも、前期と同等を計画。

【経常利益】
⼤豊建設単体で前期から期ズレした投資事業か
らの配当⾦14億円を含む。

【当期利益】
連結当期純利益は、前期⽐1.4億円増の47億円
を計画。



主な受注⼯事・完成⼯事

【⼟⽊】
2028年３⽉竣⼯予定⽇本下⽔道事業団琵琶湖⾼島浄化センター建設⼯事その１３
2027年３⽉竣⼯予定宮城県仙台市広瀬川第３⾬⽔幹線導⽔管⼯事３
2029年２⽉竣⼯予定東京都財務局⽯神井川整備⼯事（その１７２）
2027年３⽉竣⼯予定東北地⽅整備局国道１３号 雄勝⼭橋橋脚⼯事

【建築】
2029年12⽉竣⼯予定三菱地所レジデンス(株)福岡市中央区舞鶴１丁⽬計画新築⼯事
2028年11⽉竣⼯予定住友不動産(株)(仮称)三鷹中町Ⅱ計画新築⼯事
2029年３⽉竣⼯予定兵庫県神⼾市灘消防署庁舎建設⼯事
2026年８⽉竣⼯予定カナデビア(株)⾼ＣＯ２燃焼⼟建⼯事

【⼟⽊】
2025年４⽉竣⼯兵庫県阪神南県⺠センター⼤規模河第1001-0-001号 (⼆)東川⽔系津⾨川 地下貯留管他

整備⼯事
2026年１⽉竣⼯中⽇本⾼速道路㈱名古屋⽀社伊勢湾岸⾃動⾞道⾶島⾼架橋他１橋耐震補強⼯事
2026年１⽉竣⼯⼤阪市豊崎〜茶屋町幹線下⽔管渠築造⼯事（その１）
2026年３⽉竣⼯熊本県南部幹線防災・安全交付⾦（街路）Ｐ２橋脚⼯事

【建築】
2026年３⽉竣⼯(株)⽇本エスコン･中電不動産(株)(仮称)吹⽥市藤⽩台５丁⽬（マンションＢ棟）新築⼯事
2026年１⽉竣⼯オリックス不動産(株)(仮称)三郷Ⅰロジスティクスセンター新築⼯事
2025年12⽉竣⼯⽇揮ホールディングス(株)⽇揮殿バイオものづくり⽣産プロセス開発基盤建設⼯事 建築⼯事
2025年５⽉竣⼯防衛省 熊本防衛⽀局北熊本（４）整備⼯場新設等建築⼯事

≪主な受注⼯事≫

≪主な完成⼯事≫

６



⼤豊建設 ニューマチックケーソン⼯事現況（2026年3⽉末現在）

□凡例
沈設完了
沈設中
沈設準備中

④外環⼤泉中
⽴坑1基

７

⑤岐⾩県駅ケーソン
橋脚４基⑥枇杷島橋ケーソン

橋脚1基
⑦ポートアイランド処理場

処理場1基

①琴平⾼架橋
橋脚1基

③広畑橋ケーソン
橋脚１基

②雄勝⼭橋ケーソン
橋脚１基



⼤豊建設 シールド⼯事現況（2026年3⽉末現在）

□凡例
掘進完了
掘進中
準備中

⑫桃園緑線シールド
泥⼟圧 φ6,240
L=5,534m

②千代⽥幹線シールド
泥⼟式 φ5,690
L=8,701m

⑧外環シールド
泥⼟圧 φ16,100
L=6,974m

⑩⾼宮シールド
泥⼟圧 φ1,350
L=2,009m

⑥新潟シールド
泥⼟圧 φ4,090
L=2,535m

①ひたちなかシールド
泥⼟圧 φ3,780 
L=499m

台湾

⑪東⻄道路シールド
泥⼟圧 φ11,380
L=2,319ｍ

８

⑦外環⼤泉南シールド
泥⼟圧 φ11,740
L=556m

③⾸都圏シールド
泥⼟圧 φ14,040
L=9,200m

④⽮上川シールド
泥⼟圧 φ8,670
L=2,026m

⑤⿓宮橋シールド
泥⽔式 φ4,340
L=4,938m

⑨豊崎シールド
泥⼟圧 φ3,590
L=781m

⑬北環状線シールド
泥⼟圧 φ6,240
L=3,975m



中期経営計画（2023-27年度）３年⽬の進捗について➀
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2026年度
計画

2025年度
実績

2024年度
実績

2023年度
実績項⽬

1,5701,3981,4331,632連結売上⾼
68    69.055.34.6連結営業利益

4.3%4.9%3.9%0.3%連結営業利益率

4745.636.9△20.7当期純利益
6.2%6.2%5.3%△3.0%ROE

1,632 

1,433 1,398 

1,570 1,600 
1,700 

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

4.6 

55.3 
69.0 68 67

85

0.3%

3.9%
4.9% 4.3% 4.2%

5.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

0

20

40
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80

100

（単位：億円）

23年度
実績

営業利益69.0億円、営業利益率4.9%、当期純利益45.6億円で、中期経営計画2027年度計画値を達成。
ROEは、2025年度計画値5.6%を上回る6.2%を達成。

24年度
実績

25年度
実績

26年度
計画

27年度
計画

30年度
⽬標

23年度
実績

24年度
実績

25年度
実績

26年度
計画

27年度
計画

30年度
⽬標

（億円） （億円）

売上高 営業利益、営業利益率

30年度
⽬標

27年度
計画

26年度
計画

25年度
計画

1,7001,6001,5401,400
85676052

5.0%4.2%3.9%3.7%

60464240

8%以上7%程度6.0%5.6%

中期経営計画【アジャスト版】での計画値過年度実績と2026年度計画値
（単位：億円）

2025年度実績は中期経営計画を上回る進捗



中期経営計画（2023-27年度）３年⽬の進捗について②
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１．⼈的資本経営の強化
◆エンゲージメント強化

「新⼈事給与制度」運⽤開始。様々な声を聞き改善を検討中。
25年度よりストレスチェックとエンゲージメントサーベイを統合。健康経営の課題把握と改善。
「えるぼし(2つぼし)」、「健康経営優良法⼈2026」、
「スポーツエールカンパニー2026」認定。
「くるみん」認定⽬指す。

◆⼈材育成
採⽤⽅法の多様化、⼈事評価・昇進制度の改⾰、研修制度の改⾰を実施。

◆ＤＸ・研究開発の推進
新基幹業務システムの構築（2026年8⽉運⽤開始予定）。
⼤豊AIの導⼊：全社的な業務効率化に向けて活⽤中。
得意技術の深化と進化：ニューマチックケーソン⼯法の掘削⾃動化システムの現場公開実証実験実施。

シールド⼯法の泥⼟圧管理システムを構築中。
環境技術の習得と展開：浚渫⼟脱⽔ケーキの除塩技術の開発。

⼤学・⿇⽣グループ・⼤豊が参画する低炭素コンクリート技術の共同開発。

えるぼし



中期経営計画（2023-27年度）３年⽬の進捗について③
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２．事業構造の変⾰
◆得意技術による基幹事業の拡⼤
【⼟⽊事業】
シールド・ニューマチックケーソン⼯事の状況
ニューマチックケーソン⼯法による⽴坑構築＋シールド⼯法による下⽔道構築を⼀気通貫で施⼯中。

維持修繕⼯事の状況
竣⼯した現場の採算性が向上。施⼯での知⾒・経験の蓄積を今後に活かし、引き続き取り組む。

【建築事業】
消防署庁舎(神⼾市)、防衛省関連⼯事など官公庁⼯事を新規受注。

◆新領域事業への取り組み強化
京都市Park-PFI事業の施設オープン。今後、駐⾞場およびカフェを20年間運営。

◆事業領域の拡⼤
㈱富⼠ピー・エスとの業務提携締結。受注機会拡⼤による収益性の実現と保有技術連携による新技術展開、
PCa部材の積極的活⽤を図る。

◆グループシナジーの創出
⼤学・⿇⽣グループ・⼤豊が参画する低炭素コンクリート技術の共同開発。
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた取り組み①

◆ ROE、PBRの推移

-3.0%

5.3% 6.2% 6.2%
7.0%

-4%

-2%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

当社グループの株主資本コストは5〜6％程度と認識。2030年度のROE=８％以上を⽬標に、
2026年度計画値は6.2%と設定。
PBR1.0倍以上の株価を安定的に確保するため、企業価値向上を図る。

23年度
実績

24年度
実績

25年度
実績

26年度
計画

27年度
計画

30年度
目標

1.08 

0.90 0.89 0.87 0.90 

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

26年/
3期

25年/
3期

24年/
3期

23年/
3期

22年/
3期

PBR1.0倍

1.0倍以上

PBR（期末）

8%以上

ROE

株主資本コスト5〜6%
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた取り組み②

◆ 企業価値向上のための取り組み

受注マネジメント・現場⽀援体制・設計変更獲得⼒の強化など中期経営計画の達成により収益⼒を
向上させる。収益⼒の向上

得意技術の深化・進化、社会インフラの更新需要への対応技術、⽣産性向上・効率化のための
DX・AI・ICT技術を加速させる。成⻑投資

政策保有株式について、個別銘柄ごとに便益を検証し保有の適否を判断し縮減を⽬指すことで、
資本効率の向上を図る。

政策保有株の
縮減

配当性向70%と利益⽬標の達成による増配の継続を⽬指す。
状況に応じて⾃⼰株式の取得を検討する。株主還元

TSR成⻑率と連結ROEを指標とした業績連動による株式報酬制度を導⼊済。
企業価値向上を図るインセンティブを付与している。

中⻑期的
企業価値向上

経営トップによる会社説明等への積極参加により当社の認知度向上を図る。
IR⾯談を通した投資家との対話の継続により投資家からのフィードバックを経営上の課題と認識し、
企業価値向上に繋げる。

IR活動の強化


